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女性 の腹証 と内分泌環境

大阪医科大学産婦人科学教室

○後山尚久

【目的】漢方医学において は身体の い くつ かの サイン を捉えた 「証」 の決定がその診療の 基

本となる 。 中で も部分 「証」 の ひ とつ で あ り、日本漢方の 診療の 柱の ひ とつ で ある腹証は、

方剤決定の大きな指標で ある 。 そこで 、 今回われわれは月経周期異常、機能性不妊症、月経

前緊張症、更年期障害な どの女性の 機能疾患の腹症 と内分泌環境の関連に つ き検討し、腹証

の 客観化の 可能性に つ い て考察した。

【方法】月経周期異常 109 例 、 女性不妊症
’
117 例 、 広義の更年期障害 280 例を対象と

した e これ ら全員に漢方四診による八綱弁証を用いた 「証」 の決定を行い 、 腹証所見を観察

した 。 内分泌検査 として下垂体性 ゴナ ドトロ ピン （FSH．　LH ）、エ ス トラジオール、コ ルチ

ゾール値 をそれぞれの研究目的にそ っ て測定 した 。 月経周期異常例に は西洋医学的見地か ら

「温経湯」 を投与し、その反応性 と腹証を比較した。更年期障害にお ける胸脇苦満 、 腹皮拘

急、小腹急結、あるい は臍下不仁 と種々 の ホルモ ン値を比較検討 した。

【成績 と考察】月経異常患者に おい て温経湯の有効性 は い ずれの 証にお いて も同等であ っ

た。不妊症の腹力 につ いて は 中等度緊満〜微満症例の 妊娠率が高く、また胸脇苦満と小腹硬

満の 認め られた症例の妊娠率が高い傾向が認め られた。 臍上悸は妊娠例で はわずか （6．8％）

に認め られたにすぎなかっ たが 、 非妊娠例で は27．4％も観察された （P＜0．01） 。 更年期不定

愁訴例にお い て腹皮拘急の 認め られた例 （12．0±5．2μ g！dD で は認め られなか っ た例 （8．75±

4．2μ g！d1）に比べ 、有意に （P＝ O．028）血 中コ ルチゾール濃度が高く、 またその腹証の 明瞭さ

とコ ルチ ゾール濃度が相関した 。 漢方医学的見地か ら、個人には体質、病期、病態をあらわ

す 「証」 があり、内分泌学的背景にも関与し、さらに薬効にも影響を及ぼすこ とは十分に可

能性がある。したがっ て 、 胸脇苦満、小腹硬満が妊娠を妨げる何 らか の病態を表わ し、腹皮

拘急が不定愁訴の発症に結びつ く身体ス トレス レベル を反映す る可能性が示唆された。

【結論】漢方医学的身体所見をあらわす 「証」 、特に腹証か らは内分泌環境や 自律神経状態

を反映する情報が得られる可能性があ り、治療におい て重要な指標 となる と考え られ るが、

個人によ り例外 も多く、随証治之の本来の意味を考慮 した今後の詳細な検討が必要で あると

思、われ る 。
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